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１ 目 的 

本研究は、現代的科学リテラシーを育成する

具体的なカリキュラムを模索しつつ、その一端

を提案・実施・評価するものである。 
 

２ 現代的科学リテラシー 

 科学的リテラシーについては、70 年代後半

から様々な提案がなされている（鶴岡, 1979; 
1995）。また最近では、一般書でも海外のもの

が紹介されるようになった（笠, 2013, p.25.）。 
 

われわれは科学的リテラシーを備えた人物とは、次

のことができると想定する。 
・日常生活に対する科学と技術の影響を評価し、理

解することができる。 
・健康、食生活、エネルギー資源の利用などのよう

な科学が関わる事柄について、情報を踏まえた個人

的な決定をすることができる。 
・科学が関わる問題に関するメディアのレポートを

読み、理解することができる。そのようなレポート

に含まれている情報や、(しばしば、さらに重要な

ことだが)そこには入れられていない情報につい

て、批判的に考察を加えることができる。 
・科学が関わる論争的問題について、他の人々との

議論に自信を持って参加することができる。 
 
 ポスト 3.11 社会においては、放射線リテラ

シーを棚上げした科学教育カリキュラムは、も

はや国民に受け入れられないし、国際的にも疑

問視される。 
 
３ 先行研究と構想中の放射線カリキュラム 

 
 
 

 

 

 

 

 

図１ 放射線教育の先行研究（N=244） 

 先行研究をみると、放射線教育は小学校での

実践が少ない（図１）。また、義務教育段階終

了時に上記のような科学的リテラシーをある

程度備えた上で、「エネルギーの選択」を位置

づけるのであれば、関連する既存の単元に様々

な学習内容を上の学年から降ろしたり追加し

たりする必要がある（表１）。 
 
表１：構想中の放射線カリキュラム 

 学習内容 

小
２ 

算数（量と測定）ミリ 

小
３ 

算数（量と測定）キロ 
理科（光の性質）「プリズムを使って」、「見え
ない光」 

小
４ 

算数（数と計算）十進位取り記数法（億、兆） 
算数（数量関係）折れ線グラフ 
理科（天気の様子）「風向き」 
社会 「防災及び事故防止」 

小
５ 

算数（数と計算）記数法 
理科（植物）「ジャガイモの発芽」 

小
６ 

算数（単位の仕組み）「接頭語μなど」 
理科（月と太陽）「宇宙の環境」 
理科（電流の働き）「磁場の強さ」 
学級活動「校内線量マップ作り」 

中
１ 

理科（光と音）「電磁波」 

中
２ 

理科（物質の成り立ち）「周期表」          
理科（電流）「クルックス管」        

中
３ 

理科（科学技術と人間）放射線の性質と利用、「エ
ネルギーの選択（比熱、温暖化）」 

 
４ 実 践 

（１）小学校３年理科「光の性質」 

 当該単元の発展として、 

ａ）プリズムを使った分光、 

ｂ）紫外線ビーズを用いた見えない光 
の２つの授業を試行した（図２）。ａにおいて

は、「（色の順序は）隣のお友達と同じかな」

といった発問によって、観察記録の重要性にも

配慮するとともに、自然現象にきまりがあるこ

とを実感させる点に重点を置いた。ｂでは、直

接感知できないものを道具を使って視覚化し

小学校 3% 

中学校 20% 
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た上で観察する、という経験になる。小３の児

童には方位磁針の次に経験することである。学

習者の既習事項（カリキュラム）を念頭におい

た構造化が重要である。 

 

図２ プリズムを使った分光の授業 

 

（２）「線量率マップづくり」 
中学校において、学年をまたいだ「地域交流

会」という日の実験教室として、「見えない環

境を測る」という講座を開いた。最低限の説明

の後、二酸化炭素濃度計と空間放射線量率測定

器をグループに一台ずつ持たせ、校内を手分け

して測定させた（図３）。 

 
図３ 空間放射線量率マップ 
 
放射線管理区域の線量率を目安として提示

した。「自分たちの手で測れ、放射線が低いこ

とがわかり、安心できた」、「震災以降誰も教

えてくれない」などの感想が得られた。 
 

５ 現在進行中の展開 

 地域の科学館で以下の講座を、中学生以上を

対象に 2014年 8月上旬に予定している（表２）。

到達地点を「エネルギーの選択」においた時、

その意思決定に必要な関連事項を選択して組

んでみた。発表当日に報告したい。 

 

 

表２：夏休み特別講座（予定） 

テーマ 内容・キーワード 
① 
日光のひみつ 

プリズムを使った日光の分光、紫外
線ビーズを使った「見えない光」 

②細胞 
細胞の観察 細胞の分裂 再生 
放射線の定義 紫外線や放射線の
影響 μSv/h 

③テミスが見た
放射線 

放射線利用の実際（タイヤ、ジャガ
イモなど）、原子力発電所事故の影
響など。核分裂、臨界、半減期 

④ 
放射線の正体 

放射線の種類と測定、防御（時間、
遮蔽、距離）、単位、崩壊系列 

⑤目に見えない
環境の測定 

身の回りの放射線（空間放射線量
率）の測定。内部被曝 

⑥ 
発電の仕組み  

各種発電の仕組み、必要な資源。そ
れぞれの特徴 

⑦異常気象 
異常気象（地元のデータ）、温室効
果ガス 、地球の熱収支（赤外放射） 

⑧エネルギーの
選択 

日本のエネルギー事情と、それぞ
れの選択 
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